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議
会
定
例
会
3
月
会
議
一
般
質
問

１　

�

国
道
１
２
８
号
線
の
交
通
事

故
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

Q
国
道
に
は
、
八
積
小
学
校

の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
る

一
部
が
あ
り
、
ま
た
、
沿
道
沿
い

に
は
民
家
や
企
業
が
立
ち
並
ぶ
立

地
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
運
転
マ
ナ
ー
の
低
下
や
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
操
作
ミ
ス
の
よ

る
事
故
の
多
発
に
子
ど
も
た
ち
や

沿
線
住
民
は
、
い
つ
事
故
に
遭
遇

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ

る
た
め
村
の
対
応
を
聞
き
ま
し

た
。A

村
内
で
の
過
去
3
年
間
の

人
身
事
故
件
数
で
申
し
上

げ
ま
す
と
、
平
成
27
年
が
5
件
、

平
成
28
年
が
20
件
、
平
成
29
年
が

14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
の

主
な
原
因
と
し
て
は
、脇
見
運
転
、

安
全
確
認
不
十
分
と
い
う
事
だ
そ

う
で
す
。

　
地
元
か
ら
安
全
対
策
の
要
望
が

出
て
き
た
場
合
、現
地
を
調
査
し
、

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
場
合
、

県
に
要
望
を
挙
げ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

２　

�

保
育
所
待
機
児
童
の
現
状
に

つ
い
て

Q
保
育
所
へ
の
入
所
申
請
が

な
さ
れ
て
お
り
、
入
所
条

件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
育
所
に
入
所
で
き
な

く
待
機
状
態
に
あ
る
児
童
の
問
題

は
、
長
生
村
で
も
新
年
度
の
入
所

手
続
き
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
入
所
で
き
な
い
方
が
い
る
と

の
情
報
が
あ
り
、
村
の
保
育
事
業

の
現
状
を
確
か
め
る
べ
く
質
問
を

し
ま
し
た
。

A
２
月
1
日
現
在
の
入
所
児

童
数
は
、
八
積
保
育
園
が

定
員
１
５
０
人
に
対
し
、
入
所

者
１
３
０
人
、
高
根
保
育
所
が
定

員
１
２
０
人
に
対
し
、
入
所
者

１
３
６
人
、
一
松
保
育
所
が
定
員

90
人
に
対
し
、
入
所
者
68
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
希
望
の
保
育
所
に
入
所

で
き
な
い
ほ
ど
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
他
の
余
裕
の
あ
る

保
育
所
に
入
所
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
（
管
外
委
託
を
含

む
）
施
設
を
整
備
し
て
待
機
児
童

を
出
さ
な
い
よ
う
努
力
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

３　

�

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す�

Q
全
国
特
別
支
援
学
級
設
置

学
校
長
協
会
は
、本
年
度
、

初
め
て
全
国
の
小
・
中
学
校
を
対

象
に
「
通
級
指
導
教
室
」
の
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
通
級
を
設
置
す
る
全

国
の
小
学
校
７
８
９
校
、
中
学
校

１
７
８
校
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
「
増
加
傾
向
」
と

い
わ
れ
る
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
・
生
徒
数
だ
が
、
調
査

に
よ
る
と
通
級
に
よ
る
指
導
を
う

け
る
１
校
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数

は
平
均
で
、
小
学
校
25
人
、
中
学

校
で
14
・
9
人
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
村
の
実
情
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

A
村
内
の
通
級
指
導
教
室

は
、
一
松
小
学
校
で
、
言

語
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

言
語
以
外
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

学
校
に
は
、
特
別
支
援
教
育
介
助

員
3
名
、
学
習
支
援
員
1
名
、
中

学
校
に
は
、
特
別
支
援
教
育
介
助

員
2
名
、
学
習
指
導
員
3
名
、
ま

た
、
各
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手

1
名
を
配
置
し
、
他
市
町
村
に
な

い
「
き
め
細
か
な
対
応
」
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
教
員
、
介
助
員

等
で
児
童
・
生
徒
、
一
人
ひ
と
り

と
向
き
合
っ
た
教
育
を
実
践
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

Q
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
を

傷
つ
け
る
こ
と
（
子
ど
も

へ
の
暴
力
）
か
ら
子
ど
も
を
守
る

と
い
う
大
き
な
社
会
的
課
題
を
解

決
す
る
に
は
、
子
ど
も
が
、
い
じ

め
・
虐
待
・
体
罰
・
誘
拐
・
痴
漢
・

性
暴
力
な
ど
の
様
々
な
暴
力
か
ら

自
分
の
心
と
か
ら
だ
を
守
る
暴
力

予
防
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
考
え
が
な
い
か
聞
き
ま
し
た
。

A
長
生
中
学
校
生
徒
指
導
推

進
協
議
会
並
び
に
福
祉
課

の
長
生
村
虐
待
防
止
等
対
策
連
絡

協
議
会
に
よ
り
、
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
の
問
題
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
暴
力
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
考
え
は
現
在
の
と
こ

ろ
な
い
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
一

宮
町
の
実
績
等
を
見
て
、
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
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議会定例会3月会議に提出された議案一覧表
議案番号 議　　　　案　　　　内　　　　容

議案第６号 第5期生涯福祉計画・第1期障がい児福祉計画の策定

議案第７号 高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業の策定

議案第８号 指定居宅介護支援等の事業の人員・運営に関する基準等を定める

議案第９号 個人情報保護条例の一部を改正する

議案第10号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する

議案第11号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

議案第12号 国民健康保険診療報酬支払準備基金の設置及び管理及び国民健康保険条例の一部を改
正する

議案第13号 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する

議案第14号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

議案第15号 障がい者計画及び障がい福祉計画策定委員会設置条例の一部を改正する

議案第16号 介護保険条例の一部を改正する

議案第17号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例及
び指定地域密着型介護予防サービスの人員、設備及び運営に関する基準等を定める条
例の一部を改正する

議案第18号 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正
する

議案第19号 土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正する

議案第20号 平成29年度一般会計補正予算

議案第21号 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算

議案第22号 平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算

議案第23号 平成29年度介護保険特別会計補正予算

議案第24号 後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第25号 平成30年度一般会計予算

議案第26号 平成30年度国民健康保険特別会計予算

議案第27号 平成30年度公共下水道事業特別会計予算

議案第28号 平成30年度介護保険特別会計予算

議案第29号 平成30年度後期高齢者医療特別会計予算

発議案第2号 議会委員会条例の一部を改正する

発議案第3号 千葉県循環器病センターの存続を求める意見書の提出
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氏　　名

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

議
案
第
29
号

発
議
案
第
２
号

発
議
案
第
３
号

立　川　智　浩 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

鈴　木　　　博 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

井下田　正　美 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

石　川　吉　一 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

増　子　勇　男 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

千　葉　一　雅 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

矢　部　眞　男 ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

門　口　　　昭 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

小　倉　利　一 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

山　口　裕　之 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

片　岡　啓　治 ○ ○ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

鈴　木　征　男 ◯ × ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ◯ ◯

東　間　永　次 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

中　村　秀　美 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

関　　　克　也 ○ × ○ ○ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ◯ ◯

＊阿井市郎議員は議長のため賛否に参加しません。

長
生
村
は
、
平
坦
な
地
形
と
、

の
ど
か
な
農
村
地
帯
と
し
て
、
今

日
ま
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
高
齢
化
が

進
み
、
ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
著
し
い
社
会
環
境
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
支
え
る
子
や
孫
の

世
代
や
、
そ
の
世
代
が
高
齢
者
と

な
る
頃
に
支
え
ら
れ
る
世
代
が

あ
っ
て
こ
そ
安
心
し
て
く
ら
せ
る

地
域
社
会
が
成
り
立
ち
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
む
ら
づ
く
り
は
、

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
の
連
携
を
つ
く

り
、
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
共

生
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
積
駅
を
中
心
と
す
る
小
さ

な
拠
点
を
形
成
し
、
雇
用
の
場
を

つ
く
り
、
地
域
住
民
の
活
動
・
交

流
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
約

の
場
（
核
と
な
る
中
心
部
）
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
形
成
し
、
子
や
孫
の

世
代
が
こ
の
村
で
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
街
づ
く
り
は
必
要
で

す
。身

の
丈
に
合
っ
た
規
模
の
事

業
と
、
財
政
の
裏
付
け
は
当
然
必

要
で
あ
り
、
村
の
財
政
負
担
が
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
し
な

が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務

と
捉
え
、
そ
し
て
、
キ
ラ
リ
輝
く

長
生
村
を
み
ん
な
の
力
で
創
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
積
駅
周
辺
整
備
事
業

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）

構
想
が
な
ぜ
必
要
か
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編
集
後
記

人
間
の
尊
厳
に
気
づ
か
さ
れ
る

　

認
知
症
の
人
が
一
人
で
外
出

し
た
り
、
道
に
迷
っ
た
り
す
る

こ
と
を
徘
徊（
は
い
か
い
）と
呼

ん
で
き
た
。
だ
が
認
知
症
の
本

人
か
ら
そ
の
呼
び
方
を
や
め
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、

自
治
体
な
ど
で「
徘
徊
」を
使
わ

な
い
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

福
岡
県
大
牟
田
市
は
、
認
知

症
の
人
の
事
故
や
行
方
不
明
を

防
ぐ
訓
練
の
名
称
か
ら「
徘
徊
」

を
外
し
「
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
」
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
「
安
心
し
て
徘
徊
で
き

る
ま
ち
」
か
ら
「
安
心
し
て
外

出
で
き
る
ま
ち
」
に
変
え
、
状

況
に
応
じ「
道
に
迷
っ
て
い
る
」

な
ど
と
言
い
換
え
て
い
る
。
認

知
症
の
本
人
の
声
を
尊
重
し
た

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
た
。�

（
Ｔ
・
Ｋ
）

4
月
14
日（
土
）13
時
〜

山
口
事
務
所

山
口
ひ
ろ
ゆ
き
12
年
の
歩
み
（
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
）

【
福
祉
関
係
】

＊
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
拡
大
を
提
案
し
、
利
用
者
の
幅
が
増
え
ま
し
た

＊
認
知
症
問
題
を
取
り
上
げ
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
な
ど
、
地
域
で
支
え
る
環
境
づ
く
り
が
実
現

＊
旧
長
生
高
等
技
術
専
門
校
の
跡
地
利
用（
医
療
・
高
齢
者
施
設
・
子
育
て
施
設
）が
備
わ
る
複
合
施
設
を
提
案

＊
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
推
進
を
訴
え
る

＊
学
童
保
育
所
の
6
年
生
ま
で
の
延
長
が
実
現

＊
保
育
所
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
を
捉
え
、
一
時
手
当
の
増
給
が
実
現
す
る

【
教
育
関
係
】

＊
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」
を
取
り
上
げ
条
例
制
定
さ
れ
る

＊
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
中
学
生
の
海
外
研
修
が
実
現

＊
被
爆
地
広
島
の
記
念
式
典
に
中
学
生
の
派
遣
が
新
年
度
か
ら
実
現

＊�

こ
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
と
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
青
色
回
転
灯
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
審
者
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
が
行
わ
れ
る

【
防
災
対
策
・
環
境
整
備
】

＊�

八
積
駅
の
利
便
性
向
上
や
周
辺
整
備
を
提
案
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
が
事
業
化
と
な
る

＊
津
波
避
難
施
設
の
重
要
性
を
訴
え
、
築
山
や
避
難
施
設
が
建
設
さ
れ
た

＊
避
難
施
設
を
使
っ
た
防
災
訓
練
を
提
案
し
、
実
施
さ
れ
る

＊
不
法
廃
棄
物
の
撤
去
や
土
壌
調
査
、
水
質
調
査
の
実
施
が
行
わ
れ
る

【
交
通
・
安
全
対
策
】

＊�

尼
が
台
交
差
点
の
事
故
防
止
策
と
し
て
、
県
の
担
当
課
と
交
渉
し
中
央

に
白
線
が
引
か
れ
る

＊
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
犯
灯
の
設
置
要
望
を
担
当
課
と
交
渉
し
実
現

＊
八
積
駅
ホ
ー
ム
屋
根
の
一
部
が
設
置
さ
れ
る

＊
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
増
設
と
屋
根
の
取
り
付
け
、
防
犯
対
策
と
し
て
監
視
員
の
配
備
が
実
現

【
行
財
政
・
議
会
】

＊
役
場
職
員
の
接
遇
改
善
を
提
案
し
、
あ
い
さ
つ
運
動
が
実
施
さ
れ
る

＊
役
場
職
員
の
宿
日
直
業
務
の
業
務
委
託
を
提
案
し
、
宿
直
業
務
が
委
託
さ
れ
る

　
自
治
功
労
者
表
彰
者
２
名
、
並

び
に
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議

長
に
就
任
さ
れ
た
方
の
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
3
月
9
日

ホ
テ
ル
・
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ

に
て
）

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、

町
村
議
会
議
員
及
び
そ
の
関
係
者

が
、
議
会
活
動
を
通
じ
地
方
自
治

の
進
展
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価

し
、
そ
の
功
労
に
報
い
る
た
め
、

各
都
道
府
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
毎
年
2
月

に
開
催
す
る
定
期
総
会
に
お
い
て

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
対
象
は
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
27
年
以
上
在
職
し
功

労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
次
の
2
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
議
長
会
自
治
功
労
表
彰
受
賞

　
【
関　
　
克
也
議
員
】

　
【
中
村　
秀
美
議
員
】

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
長
就
任

　
【
阿
井　
市
郎
議
長
】

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
お
知
ら
せ

　
長
生
村
議
会
議
員
選
挙
は

4
月
17
日
（
火
）
告
示

　
　
22
日
（
日
）
投
票
日
で
す
。

　

皆
様
の
声
を
議
会
に
届
け
る

大
切
な
選
挙
で
す
。

　

あ
な
た
の
１
票
を
棄
権
せ
ず

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

築山での津波避難訓練


